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参加者数（人）

事業名称 実施主体

堺区防災・防犯啓発事業

事業効果

2,000

安全・安心をテーマに警察・消防・自衛隊と協力して、
住民の防災や防犯に関する意識を高める啓発を行うこ
とで地域全体で都市の活性化を進めることを目的として
開催する。

総合評価

活動指標 R４

○

拡充
継続
見直し
廃止

スタンプラリーや防災ゲーム、体験ブース等を実施し、大人だけでなく子どもも楽しみ
ながら防災・防犯意識を高めることができた。警察、消防、自衛隊と協力して実施する
ことで、地域全体の繋がりを深めることもできた。終日に渡り多くの来場者で賑わい、
集客面などで相乗効果を得ることができたと考える。

今後の方向性（課題、改善提案等）

○

⑤自立発展性

―

住民の防災・防犯に関する意識を高め
ることで、地域全体の防災力向上を図
る。

次年度以降は堺区ふれあいまつりを開催予定であるため、本事業の実施予定はない。

堺区自治連合協議会と堺区役所で構成
された堺区ふれあい事業実行委員会が
実施主体であるため、区民との協働で
実施する事業である。◎

◎

ふれあい事業実行委員会単独で行うのでは
なく、警察、消防、自衛隊と協力して開催す
ることで集客効果を高めることができ、費用
対効果の高い事業であると言える。

本事業は、堺区ふれあいまつりが中止
となって行ったものであり、次年度以降
は堺区ふれあいまつりを開催する予定。

◎

防災講演や、マンホールトイレの展示等
だけでなく、子どもも参加しやすいよう
に、スタンプラリーを実施し、子ども向け
の体験ブースや防災ゲームを通して、
家族連れの来場者も楽しみながら防災・
防犯を学ぶことができた。

働く車の展示や子ども向けの体験ブース、防災ゲーム
などを通して参加者の防災や防犯に関する意識を高め
た。併せて自治会の活動内容を紹介したパネルを展示
することで、事業主体である堺区ふれあい事業実行委
員会の構成員である堺区自治連合協議会17校区の活
動を紹介し、自治会加入促進にもつなげた。


